
平成２８年度 商店街若者協働プロジェクト事業 

第７第７第７第７回若者回若者回若者回若者チームチームチームチーム WSWSWSWS 次第次第次第次第                 平成２８年 ９月１６日 

【次 第】 

 

１８：３０  まかない夕食 

  ↓     会場の使用説明 

１８：５５  後片付け 

１９：００  開会 

第６回若者 WS  情報提供 

 

１９：２０  ブレーンストーミング 

提案の具体化を検討する 

「商店街内に新しい拠点を作る」「商店街内に新しい拠点を作る」「商店街内に新しい拠点を作る」「商店街内に新しい拠点を作る」    

「頑張っている人を応援する」「頑張っている人を応援する」「頑張っている人を応援する」「頑張っている人を応援する」    似顔絵フェスティバルを想定似顔絵フェスティバルを想定似顔絵フェスティバルを想定似顔絵フェスティバルを想定    

   どのような組織構成をするのか？ （事業主体） 

どのような活動を展開するのか？ （事業内容） 

   どのように継続的な資金を確保するのか？ （収支想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１：００  閉会 

 

 

 

 

 

 

 

＜会場使用説明＞ 

① 私物は別場所に集積すること 

当面は筆記用具程度で OK 

② まかない夕食は基本セルフサービス 

③ 飲料もセルフで、冷蔵庫利用可 

食器、カップ等は洗い物かごへ 

④ 飲食後はゴミ分別集積のこと 

⑤ トイレの位置、使用方法確認 

⑥ 事務機等利用可、使用方法は順次 

事務用備品類、コピー機等 

今年度の今年度の今年度の今年度のスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

 ９月１６日（金）第７回若者チーム WS 

１０月１４日（金）第８回若者チーム WS 

１１月１１日（金）第９回若者チーム WS 

１１月２５日（金）プロジェクト意見交換会 

１２月１６日（金）第 10 回若者チーム WS 

 

 

研修・研修・研修・研修・イベント等スケジュールイベント等スケジュールイベント等スケジュールイベント等スケジュール    

 

１０月１６日（日）第５０回葛天 

 アルバイト 10 名募集 ８時～１５時 

 まかない付、１日５，０００円 

 

とにかく口に出してアイデアを出し合おう！ 

他のメンバーの提案に輪を掛けて、アイデアを膨らます。 

突拍子もない発想、思わず笑っちゃうようなアイデア。 

担当する人も面白がるような企画に注目しよう！ 



WS テーマ「具体案テーマ「具体案テーマ「具体案テーマ「具体案 AAAA の、の、の、の、事業計画について話し合ってみよう！」事業計画について話し合ってみよう！」事業計画について話し合ってみよう！」事業計画について話し合ってみよう！」    

① 食堂、飲食を中心とした機能＜今野・本田・島倉・菅野＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② BOX ショップなど物販を中心とした機能＜鹿野・佐々木・大島・深谷＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 道の駅的な社会福祉活動を中心とした機能＜佐藤・猪爪・大川・本間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜検討・発表内容＞ 

子供食堂を想定した（月１～２回） 

ＮＰＯ法人あるいは個人による事業主体 

ボランティアや食材の持ち寄り期待 

夜間営業店舗の空き時間を利用する手もある 

 

＜質疑・アドバイス＞ 

・まずは目指す拠点のｲﾒｰｼﾞを明確に伝えること 

が先決で、そこから議論を始めよう。 

・月１～２回程度で賑わい創出ができるのか？ 

・主婦ｼｪﾌﾗﾝﾁや国際交流ｶﾌｪなど「食」に関する 

ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝを組み込み賑わいを創出したい。 

・孤食解消という目的と賑わい創出という目的を 

 同時に達成できる方法を検討しよう。 

・もっと様々な手法を抽出して検討しよう。 

＜検討・発表内容＞ 

ﾊﾝﾄﾞﾒｲﾄﾞを中心としたﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟを目指す。 

見附市 Pine のような女性向けの BOX ｼｮｯﾌﾟ 

新たな NPO を設立し事業主体とする。 

（学校・学生・商店街・地域団体 等） 

広告宣伝が一番重要（ﾁﾗｼ、ﾏｽｺﾐ、ﾈｯﾄ） 

BOX ｼｮｯﾌﾟの出店者募集は比較的可能？ 

設備費は公的資金・助成制度を利用し、運営費

（家賃・光熱費・人件費）は自主財源が必須 

＜質疑・アドバイス＞ 

・店舗ｲﾒｰｼﾞはわかり易いが、個性的な出店者を募 

集することは可能だろうか？ 

・また、対象客となる若い女性は居るのか？他地

区からの集客力は品揃えで決まる。 

・見附市や新潟市内の同様店舗との競争に勝てる

だけの魅力的な店舗を目指さなければ。 

・ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ（不用品）とﾊﾝﾄﾞﾒｲﾄﾞは別物。 

・学生が卒業時に不要な物品を取り扱ってもよい 

・公的資金や助成制度は使えるが、運営費につい

ては店舗での売上に依存せざるを得ない。 

・楽観的に考え夢を描いていて楽しそう。 

＜検討・発表内容＞ 

旧「街の駅」の場所を想定した。 

畳ｽﾍﾟｰｽがあって、高齢者を呼び込み易い。 

ｷｯﾁﾝｽﾍﾟｰｽ、ﾄｲﾚの設備が完備されている。 

囲碁・将棋・書道など行政ではない活動中心 

介護講習、認知症予防運動 

高齢者が子供を見守る託児所機能。 

若者向け「駄菓子屋」かき氷やｱｲｽｸﾘｰﾑ販売 

 

＜質疑・アドバイス＞ 

・高齢者を一括りにしては視野が狭まる 

 ﾘﾀｲﾔ世代はまだ若い。麻雀などのほうが・・・ 

・高齢者ほど足腰が弱くなるので、畳はﾒﾘｯﾄでは 

 無くなりつつある。ﾃｰﾌﾞﾙ・ｲｽの方が喜ばれる 

・福祉的拠点となると「お茶の間」的な拠点だが 

 商店街地域に無ければならない理由付けは薄い 

 商店街地域の賑わいという課題とｺﾝｾﾌﾟﾄをどう 

 結びつけるのか？という論拠を持つ必要あり 

・論理的に整理した上で、地域の方々に提案して 

 議論を深める方向で整理したい。 

 



具体案 B イベントに絡めた新しいソフト事業活動 

     ※プロジェクトチームで新たに考え出すのではなく、この地域で一生懸命頑張って活動している 

個人や団体を積極的に応援し、その分野を「地域の宝」として外に向かって情報発信する。 

将来的にはその活動を通じて、この地域の独自性をアピールしてゆく。 

 

一生懸命頑張っている個人や団体のヒント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまだ みつる（白新町在住、似顔絵師） 

・豊栄市商工会青年部部長経験者 

・家業の自動車整備業から「似顔絵師」に転身 

・デッキィ４０１にて席描き似顔絵を本業とする 

・今年４月からピア万代で席描き似顔絵ｽﾀｰﾄ 

・NT21「まるどり」にて県内の街歩きﾚﾎﾟｰﾄの 

 ﾚﾎﾟｰﾀｰとして毎週土曜日に出演、現在放送中 

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ放送を２週間毎に生放送「ｱｰﾃﾞｺｰﾃﾞ」 

・酒造ﾒｰｶｰに依頼しｵﾘｼﾞﾅﾙ日本酒「満月」発売 

・似顔絵関連の弟子が４人「チーム自打球」結成 

・よろっ to ローサで似顔絵塾の講師 

・新潟日報ｶﾙﾁｬｰｽｸｰﾙ似顔絵講座で講師 

・野良猫の殺処分ｾﾞﾛを目指してﾁｬﾘﾃｨ T ｼｬﾂ販売 

・知り合いの水田を借りて「ホイトコ田んぼ」で 

 稲作を始め、素人に田植・草取・稲刈の体験を 

 させながら新潟の米をＰＲ、販売 

・とにかく知り合いが多く他分野で活躍している 

 

※2010 年に「にいがた国際 NIGAOE ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」を 

 初めたが数年継続したもののｽﾀｯﾌ不足や実行委 

員会の組織化に難あり、現在活動を停止してい 

るが活動の再開・活性化を望んでいる。 

 

頓所 理加（横土居在住、女子野球普及推進者） 

・埼玉県出身、主婦、母親、ﾌﾙﾀｲﾑＯＬ、ｱﾗﾌｫｰ 

・笹山小学校の笹山ﾗｲｵﾝｽﾞのｺｰﾁで指導者となる 

・小学生の野球大好き女の子を応援するために 

 「ＢＢガールズ普及委員会」を立ち上げ、女子 

 野球愛好者を励ます活動を開始 

・県内は言うに及ばず全国的に女子野球関係者と 

 親交を深め、高校野球、ｳﾞｨｰﾅｽﾘｰｸﾞという硬式 

 野球ﾘｰｸﾞや女子野球日本代表「ﾏﾄﾞﾝﾅｼﾞｬﾊﾟﾝ」等 

 との関係も深い。また男子野球関係者とも親交 

 が深く、野球全体の普及に励んでいる。 

・昨年から新潟市早起き野球チームとして女性だ

けのチーム「ヒロインズ」を結成し男子チーム

と堂々戦うというチャレンジ進行中！ 

・現在は開志学園高校女子硬式野球部のコーチと

して全国を飛び回っている。 

 

宮尾 浩史（大月在住、宮尾農園） 

・無農薬、無肥料、自然栽培をキーワードに、 

 自然に優しく人にも安心な農産物を作る 

・米作りは元より、平飼いのにわとりが産む卵を 

 「みやたま」というブランドで生産販売 

・敷地内の味噌蔵を改装し、調理場を併設した研

修場兼宿泊施設を開設し研修者を受入 

・全国の自然栽培農家との連携を深め、有機農業 

 ｽﾛｰﾌｰﾄﾞ、ｱｸﾞﾘﾂｰﾘｽﾞﾑ（農業体験+宿泊型観光） 

 などを提唱し実践活動を続けている。 

・「ホイトコ田んぼ」をサポートしている 

・「大地通信」というミニコミ誌の発行を継続中 

豊栄商工会 青年部 

・今年から「スタンプラリー」を始めた 

 市場通り～本町通りに限らず、街歩きの仕掛け 

 として、今後を見守りたい 


